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地域名：新潟下越U-15

事業の成果

県トレセン・県選抜に選考される選手の人数は年々変化しているが、トレセンへの参加率や取り組みは少
しずつ向上している。
関わりをもってもらえるスタッフの人数は念園増えてきている。２種の指導者にも協力してもらい、指導
の質は向上している。
ＧＫコーチも各学年に１名帯同できるよう、スタッフ確保は進んでいる。

今 後 の 課 題
反 省 点 な ど

C級指導資格取得者は増えたが、B級以上の指導者が少ない。Ｂ級を積極的に取得しようという
指導者が少なく、今後のＪＦＡトレセンの認定が心配である。
Ｕ１５への参加者が減少傾向にある。（県選抜への機会が減少しているためか、受検のため
か）
冬季の活動場所の確保が大変である。また、地域がかなり広域になっているため、選手・家族
の負担になっていることもある。


